
※：ハンギングバスケット＝壁掛けや吊り下げタイプの鉢植えで、門扉や塀などを有効利用した空中花壇
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議
員

漓
民
間
交
番
の
活
動
実

績
と
問
題
点
は
。
滷
道
満
バ
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
は
。

澆
都
市
再
生
防
犯
モ

デ
ル
事
業
は
。
潺
不

審
者
侵
入
対
策
は
。

総
務
部
長

漓
町
会

等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

支
援
、
防
犯
相
談
・

診
断
な
ど
を
行
っ
た
。

問
題
点
と
し
て
、
警

察
の
交
番
業
務
と
思

わ
れ
て
い
る
。
滷
地

域
住
民
の
要
望
、
予

算
等
を
踏
ま
え
、
検

討
し
て
い
く
。
澆
本
事
業
は
す

べ
て
国
費
で
、
安
全
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
中
心
と
し
た
地
区
を
、

犯
罪
の
発
生
状
況
の
分
析
を
踏

ま
え
犯
罪
特
性
を
つ
か
み
、
犯

罪
の
発
生
し
に
く
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
方
針
や
計
画
を
策
定

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

教
育
部
長

潺
警
察
と
連
携
し

た
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
小
・

中
学
校
へ
の
立
ち
寄
り
警
戒
は
、

一
校
２０
回
程
度
を
実
施
し
て
い

る
。

議
員

市
職
員
の
定
年
後
の
人

生
設
計
づ
く
り
、
社
会
参
加
の

手
助
け
、
地
域
の
受
け
皿
整
備
、

地
域
社
会
の
帰
属
意
識
を
ス
ム

ー
ズ
に
持
て
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
、
経
験
や
能
力
を
地

域
貢
献
に
生
か
す
再
活
用
策
や

支
援
策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

総
務
部
長

本
市
の
施
策
で
も

あ
る
「
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
を
進
め
て
お
り
、
退

職
予
定
職
員
は
、
市
町
村
職
員

共
済
組
合
主
催
の
研
修
会
「
退

職
者
へ
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
、
新

た
な
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
指

し
、
地
域
社
会
活
動
に
参
加
を

し
て
い
く
事
を
奨
励
し
て
い
る
。

議
員

漓
平
成
１５
年
２
月
に
作

成
さ
れ
た
計
画
書
の
県
提
出
以

降
の
進
捗
状
況
は
。
滷
笹
目
、

美
女
木
地
区
環
境
対
策
協
議
会

へ
の
意
見
集
約
は
。
澆
市
の
今

後
の
具
体
的
な
方
向
性
は
。

潺
桜
づ
つ
み
モ
デ
ル
事
業
は
。

都
市
整
備
部
長

漓
基
本
的
事

項
を
内
容
と
し
た
協
定
書
の
締

結
に
向
け
、
県
と
協
議
中
で
あ

る
。
滷
地
域
の
皆
様
方
の
意
見

集
約
の
機
会
は
調
整
し
な
が
ら

設
け
る
。
澆
当
該
計
画
書
を
基

本
と
し
て
進
め
て
い
く
。
潺
関

係
機
関
と
協
議
を
し
て
い
く
。

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

澆
年
金
支
給
開
始
の
繰
り
下
げ

な
ど
を
含
め
、
定
年
延
長
と
給

与
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
。

潺
退
職
金
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

総
務
部
長

漓
過
去
に
大
量
採

用
の
是
正
か
ら
、
採
用
を
控
え

た
結
果
、
い
び

つ
な
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え

た
上
で
、
分
権

型
社
会
に
対
応

し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
、

民
間
で
で
き
る

こ
と
は
民
間
に

任
せ
る
等
、
効

率
的
な
体
制
を

築
く
な
ど
、
本

市
版
小
さ
な
政

府
を
実
現
し
て

い
き
た
い
。

滷
中
途
採
用
に
つ
い
て
は
、
年

齢
構
成
を
是
正
す
る
に
は
有
効

と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
、
人

事
管
理
上
の
課
題
も
あ
る
と
考

え
る
。

澆
定
年
延
長
に
関
し
て
は
、
制

度
上
の
問
題
が
あ
る
。
再
任
用

制
度
の
活
用
や
、
技
術
の
伝
承

と
い
う
面
か
ら
も
定
年
職
員
の

活
用
に
は
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

潺
退
職
手
当
組
合
に
加
入
し
て

お
り
、
不
足
を
生
じ
る
こ
と
は

な
い
。
し
か
し
、
勤
務
評
定
制

度
の
導
入
等
、
抑
制
に
努
め
て

い
き
た
い
。

議
員

ハ※

ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
推
進
で
、
花
い
っ
ぱ
い
の

ま
ち
に
し
て
は
。
ま
た
、
そ
の

た
め
の
講
習
会
な
ど
も
計
画
し

て
は
。

都
市
整
備
部
長

市
緑
地
公
社

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
、

駅
前
な
ど
に
お
い
て
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
実
施
で
き

る
団
体
や
個
人
な
ど
整
え
ば
進

め
て
い
き
た
い
。
す
ば
ら
し
い

街
並
み
に
す
る
た
め
に
も
市
民

へ
の
意
識
啓
発
と
、
実
施
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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介
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０
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大
量
退
職
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発
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奥
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地域防犯対策�
　身近に感じる民間交番を�

ろ
で
あ
る
。

議
員

新
曽
地
区
の
公
共
下
水

道
の
雨
水
及
び
汚
水
整
備
計
画

を
、
早
急
に
作
成
す
べ
き
と
思

う
が
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長

本
市
は
下
水
道
普
及
率

１
０
０
％
を
目
指
す
計
画
が
あ

っ
て
し
か
る
べ
き
地
域
に
あ
り
、

長
期
間
を
要
す
る
事
業
で
あ
る

が
、
未
整
備
地
区
ゼ
ロ
を
目
指

し
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

新
曽
地
区
は
平
成
１９
年
度
の
事

業
認
可
手
続
に
向
け
、
来
年
度

に
は
事
業
認
可
に
必
要
な
調
査

費
を
予
算
化
し
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

▲新年早々、市内の神社では深夜でも初詣の皆さんで長蛇の列

一問一答方式とは、議員席前の質問席から、執行
部に対面して行います。質問の制限時間は40分（答
弁は含まない）で、通告した順番の件名ごとに、1
回目は総ざらい質問・答弁、2回目から要旨ごとの
一問一答で、制限時間内に何回でも質問ができます。

議
員

漓
本
市
職
員
の
年
齢
構

成
を
見
る
と
、
団
塊
の
世
代
か

ら
１０
年
間
の
職
員
で
約
４０
％
を

占
め
て
い
る
。
そ
の
後
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
等
を
招
か
な

い
か
。
ま
た
、
今
後
の
本
市
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

滷
空
白
を
生
じ
さ
せ
な
い
一
つ

の
方
法
と
し
て
、
中
途
採
用
に

　議員は、毎年３月、６月、９月、１２月に開く定
例市議会で、市政全般に対する質問をすることがで
きます。これを「一般質問」といいます。�
　今定例会では１２月１日から３日間、２２人の議員
が一般質問を一問一答方式で行いました。�
　ここに掲げたのは、その質問・答弁の大要です。�

▲本市の職員も例外でなく団塊の世代の割合は高い

華
か
い
ど
う
を
広
げ
る
た
め
に

▲昨年10月に２カ所目の「ふれあい安全ステーション」が開所団
塊
の
世
代
対
策
は

荒
川
処
理
セ
ン
タ
ー

上
部
基
盤
整
備
対
策
は
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公
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下
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整
備
計
画�

�

防
災
体
制
の
見
直
し
と�

新
曽
地
区
の
公
共
下
水
道�

整
備
計
画
を
早
期
に�

伊
東
　
秀
浩
　

議
員�

議
員

去
る
９
月
４
日
の
集
中

豪
雨
は
、
市
内
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
局
地
的
な
集
中
豪
雨
に

対
し
、
防
災
体
制
の
見
直
し
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

今
回
の
水
害
で
は

地
域
防
災
計
画
の
風
水
害
対
策

編
に
基
づ
き
、
風
水
害
時
の
職

員
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
対

応
し
た
。
９
月
４
日
２２
時
、
第

一
配
備
体
制
を
引
き
、
最
終
職

員
参
集
数
は
１
５
６
名
で
、
市

役
所
に
到
着
次
第
、
順
次
、
浸

水
防
止
に
当
た
っ
た
が
、
想
定

外
の
雨
量
の
た
め
、
対
応
に
大

変
苦
慮
し
た
。
来
年
度
の
地
域

防
災
計
画
全
面
見
直
し
の
中

で
、
早
急
に
防
災
対
策
の
見
直

し
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

議
員

今
回
の
豪
雨
の
降
雨
強

度
は
１
時
間
当
た
り
７１
・
５
ミ

リ
で
、
公
共
下
水
道
計
画
を
大

幅
に
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ

た
被
害
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、

各
地
区
ご
と
の
今
後
の
対
策
や

上
戸
田
川
の
整
備
計
画
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

市
内
全
域
を

対
象
と
し
た
浸
水
実
態
調
査
を

緊
急
に
行
い
、
対

策
を
詰
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思

う
。
現
段
階
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
お
い
て
、
浸
水

対
策
の
強
化
、
河

川
の
改
修
等
事

業
、
調
整
池
の
設

置
な
ど
を
計
画
的

に
実
施
し
て
お

り
、
上
戸
田
川
に

つ
い
て
も
計
画
的

に
改
修
等
事
業
を

進
め
て
い
る
と
こ

▲集中豪雨での浸水対策を（平成10年の台風10号時での新曽地区）


